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事　業　内　容

播磨国におけるまちの文化を継承する活動を通じて 
持続的かつ自立した地域の活性化に寄与することである
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地域の風土風習を
活かしたまちづくり

地域の誇りを大切にする
暮らし方普及啓発

播磨国のローカル
アイデンティティを発信

遊休資本を活かした
企画をプロデュース

新たな価値を創造するため
の社会関係資本づくり1 2 3 4 5

コトづくり事業部

１．ムカシミライ学校
  
 　龍野の軌跡を体験してきた人が語る物語を映像に残す重要な 
 活動。まちづくり協議会のメンバーとともに活動した。会場は 
 「コミュニティーバーふるさと」を使用することで、イベント後も 
 話が盛り上がり、語り部達と気兼ねなく交流出来た。

 開催日：2019 年 9 月 26 日開催 参加人数　7 名　　　
　　　　　　2019 年 11月 16 日開催 参加人数　8 名

２．川原町まちや案内所「あがりがまち 」運営
  
 　城下町の観光案内所として各種イベントの受付窓口を運営 
 している。レンタルスペースとして貸し出すとともに、チラシや龍野 
 レトロマップの配布、城下町情報の SNS 発信、来訪者への町案内 
 などを行う。
 　また、地元住民に有償ボランティアや編み物講座の講師として 
 参加してもらい、地域との繋がりを深めた。地域の店舗関係者や、 
 市内外のイベント主催者がチラシ設置のため来訪するなど、案内 
 所としての認知度が上がった。
 （運営日時：毎週水 ~ 日 10~16 時、年間来所者数：延べ 1,763 名）

 ＜イベント開催＞
 「就学前講座」
 開催日：2019 年 10 月 18 日開催 参加人数　6 名　　　
　　　　　　2020 年 1月 23 日開催 参加人数　5 名
 「編み物会」
 開催日：2019 年 12 月 11日開催 参加人数　2 名
　　　　　　2020 年 1月 22 日開催 参加人数　3 名
　　　　　　2020 年 2 月 26 日開催 参加人数　3 名

2019年度は、あがりがまちとふるさとを中心に「交流」と「収支構造の改善」に重点をおいて取り組んだ。
特に、ふるさとは担当を固定し、マネージメントや新たなコミュニティーの形成フローを経験させた。 

様々な拠点でのコトを増やし、スタッフ育成に繋がるようなチームづくりに注力した。
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３．ふるさと事業
  
 2019 年 6月にリニューアルオープン。改めてコンセプトを見直し 
 「 様 々な 交 流 が 生ま れ る広 場 」として店 内 改 装 を 行った。 
 客層を拡げるため昼営業を開始。ムカシミライ学校、自主企画 
 イベント、通常営業とは異なるゲストマスターナイト、夜の町内会 
 などを開催した。2020年３月以降は新型コロナウィルスの影響 
 で営業自粛中。

＜ゲストマスター＞
・けんたろう農園 「農家 bar」  計 6 回開催
・長谷川眞弓さん 「おやびんナイト」  計1 回開催
・桐山智行さん 「桐山ナイト」  計 2 回開催
・大田黒朗子さん 「ミュージックナイト」　 1 回開催

＜夜の町内会＞
開催日：毎月第 1 木曜日（2019 年 5 月～ 2020 年 3 月迄） 計11 回開催

＜自主企画イベント＞
「日本酒 × 和菓子」～最高の組合せを見つけよう～　　　　　
開催日：2019 年 8 月 25 日  参加者数：9 名　

「ワイン × 和食おつまみ」～ベストマッチを見つけよう～　　 
開催日：2019 年 9 月 8 日  参加者数：8 名

「ヨガ × カラダの巡りを良くするドリンク」              
開催日：2019 年 10 月 21日  参加者数：8 名

「日本酒カクテル」                 
開催日：2020 年 2 月 23 日  来店者数：24 名

「夫婦で移住します！～龍野のこと教えてください！～」　　　
開催日：2020 年 3 月 12 日  来店者数：15 名

＜その他イベント＞
・龍野川西商店会主催「ふるさと祭り（夏祭り）」への出店（2019 年 7 月 27 日）
・「オータムフェスティバル」への参加（2019 年 11月 22 ~ 24 日）
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・兜と陣羽織の装着 ( 龍野城）： 総参加人数 1,529 名
・甲冑着付体験（龍野城）： 総参加人数 38 名
・着物着付体験（龍野城）： 総参加人数 31 名
・弓矢体験（龍野城）：  総参加人数 23 名
・寺ヨガ（源徳寺）：  総参加人数 367 名

〈その他イベント〉
2019 年 5 月 4 日 「第１回 合戦じゃー！」参加者数 7 名
2019 年 6 月 16 日　  「第２回 合戦じゃー！」参加者数 4 名
2019 年 11月 22 日 「和太鼓演奏」
2019 年 11月 23 日 「甲冑騎乗体験」　参加者数 15 名
2019 年 11月 24 日 「刀剣展～様々な姿～」　来場者数 156 名
2020 年 2 月 8 日　 「逃走中」　参加者 280 名

４．体験型コンテンツ企画・運営
  
　  　たつの市補助事業「たつの観光プロモーション事業」として、 
 「龍野を体感」をテーマに甲冑・着物・寺ヨガなどの体験プログラム 
 の 企 画・運 営を行った。予 約 デスクは川原 町まちや案 内 所 
 「あがりがまち」に置いている。今年度から住民協力スタッフが 
 加わったことで、事務局と武魂盛隆士隊の連携が取りやすく 
 なった。子供向けの無料イベントを多数開催し、若い世代への 
 アプローチができた。
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5．情報発信・メディア運営
  
 　龍野レトロマップによって龍野城下町の店舗情報を発信した。 
 また、ひとまちあーと事業の可視化のためにHMA通信を２回発行。 

6．Toilinks 運営

 　グループ会社全体のヘッドオフィスとして再稼働した。スタッフ 
 が各拠点で働くため、スタッフ間のコミュニケーションが希薄だっ 
 たことへの改善策でもある。また楽櫛の退店後に ime が入居。 
 「地域に美容室を」という近隣の声を反映できた。

7． 伊勢屋・米蔵の維持

 　菊屋を運営する井上晴登建設と協力しながら、建物の維持管理 
 にあたった。また、並行して地権者と権利関係の整理に向けての 
 調整を行った。
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未来づくり事業部

たつの市内外の組織や行政と連携し、「播磨」の未来の仕組みづくりに取り組んだ。
2019年度は、住民と商店主によって城下町のビジョンを可視化、各地のエリアマネジメント組織の始動、

不動産開発を担うグループ会社の設立など、ひとまちあーとを中心としたグループの基盤が充実してきた。

１．播磨ビズトープ事業
  
 　遊休資源（建物や残置物など）を活用し、播磨各地の多様な暮らしに寄り添った次世代のビジネスが 
 育ちやすい総合的な環境づくりを目指します。大学や金融機関などと連携し、播磨各地でまちづくり 
 会社と事業会社の立ち上げのサポートを行い、ネットワーク化していく。

②　デザイン・プロデュース事業
  
 　収益の柱として強化を図ってきた。新店舗や既存取引先 
 からの依頼が増加している。
 ( 新規 : つかのま、咲庵、カワラヤ 、竹田農園、MMD 等 )

①　ソーシャルビジネスプロデュース事業  
 　
 　佐用・宍粟・相生・家島・加古川でエリアマネジメントを 
 目指すまちづくり会社が順次立ち上がってきたので、各社が 
 展開する移住者や出店者の誘致の動きに対するフォローを 
 行った。相談の種類や内容が様々なため、ひとつひとつ取り 
 組みながら定番のフローを模索している。

 ・太子町創業支援事業計画
 ・相生市創業支援事業計画
 ・たつの市創業支援事業計画
 ・大学との連携による地域創生活動支援事業
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③　イベント・各種事業受託  
 　
 　「一緒に暮らそう西播磨」冊子の定期刊行と、赤ちゃん 
 先生プラグラムをメインに実施した。西播磨への移住・定住 
 の啓発に一定の役割を果たしている。事業は好評で次年度も 
 継続される。多くの婚活イベントが台風や新型コロナウィ 
 ルスの影響で開催中止になった。

① 宍粟市出会い応縁事業［宍粟市受託事業］
 　宍粟市エリアの定住促進を狙って、宍粟の男性と姫路以東の京阪神地区の女性との 
 出会いの場をセットできるよう、イベントを年に２回実施。

 実施日：2019年 10 月 12 日
 「秋のえんむすび学校～学生時代の甘酸っぱい出会いを思い出そう～」（※台風の為中止）

 実施日：2020 年 2 月 29 日
 「森のお料理恋活～バームクーヘンとピザ作り～」（※新型コロナウィルス感染対策の為中止）

② 佐用町えん結び支援事業［佐用町受託事業］
 　佐用町で婚活イベントを行うことにより、独身者にパートナー見つけてもらうきっかけを 
 つくり、佐用町の活性化につなげる。

 実施日：2019年 10 月 19 日
 「星空婚Ⅱ～僕たちの出会いは、日本一美しい星空の下でした～」

③ 西播磨県民局委託事業

 実施日：2020 年 3 月 8 日
 「姫新線 えんむす列車 vol. ２」（※新型コロナウィルス感染対策の為中止）
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２.　その他  
 　
 ・龍野川西商店会　
 　役員会や定期総会等の資料作りやイベント企画運営に参加 
 している。

    ① ふるさと祭り　開催日：2019 年 7 月 27 日）

    ② 龍野川西絵葉書コンテスト

    ③ 活性化プラン策定事業
       住民と商店主で「たつのの未来」についてのワークショップを開催。
       第 1 回ワークショップ開催日：８月２5 日（日）
        第 2 回ワークショップ開催日：１０月 26 日（土）

 ・ひょうご市民活動協議会（HYOGON）

    ① 「はりまソーシャルミーティング」（全参加者数：33 名）： スタッフ 3 名参加
 　  実施日：2019年 12 月 16 日

    ②「HYOGON 賀詞交歓会」 （全参加者数：133 名）： スタッフ 4 名参加
     実施日：2020 年 1月 9 日






